
フランスで賞賛された明治の諷刺画家

河 鍋 暁 斎

幕末、明治に活躍した異端の画家・河鍋暁斎
(かわなべ・きょうさい)は、近年まで美術史の
中では忘れられた存在でしたが、欧州では19
世紀末に日本の代表的な画家として北斎に次
いで賞賛されていました。

東洋の宗教調査のために来日したフランス人
実業家エミール･ギメと画家フェリックス・レ
ガメが、1880年に彼らの著書『日本散歩』の
中で初めて暁斎を紹介したことにより、フラ
ンスで諷刺画家として高く評価されたのです。

暁斎の遺作『暁斎百鬼画談』を仏訳・復刻し、
フランスで暁斎の作品を発見したマルケ先生
に、暁斎の世界の魅力を国際的な視点から紐
解いていただきます。

※講義は日本語でおこないます。

学校法人城西大学
東京紀尾井町キャンパス１号棟
地下ホール（千代田区紀尾井町3-26）

【お申込み方法】
◆電 話：03-6238-1400
⇒受付時間/10:00～18:00（土曜・日曜・祝日を除く）

◆ＦＡＸ：03-6238-1399
◆E-Mail：kioiclub@jiu.ac.jp
⇒任意の様式に、氏名・郵便番号・住所・電話番号・

FAX番号またはE-mailアドレス・講座申込の旨を
FAXまたはE-Mailにて送信

【お問い合わせ先】
城西エクステンション・プログラム事務局
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-26
城西大学 城西国際大学 東京紀尾井町キャンパス

2015 ７．１７（金）
１１：１０～１２：４０

1965年、フランス生まれ。フランス国立東洋言
語文化大学（INALCO）教授、日仏会館・日本研
究センター所長。日本近世・近代美術史と出版
文化史が専門。編著に『日本の文字文化を探る
―日仏の視点から』(勉誠出版2010年)、『テキ
ストとイメージを編む―出版文化の日仏交流』
(勉誠出版2015年)等。フランスでは芳中、北斎、
歌麿、蕙斎、河鍋暁斎など数多くの江戸・明治
の画譜の翻訳と復刻を出版。2015年4月に欧米で
初めての大津絵についての著書『OTSU-E : 
imagerie populaire du Japon』(日本の民画・
大津絵—楠瀬日年大津絵版画集)を刊行。

入場無料（要申込み）

学校法人城西大学創立50周年記念特別講演会

【講師】クリストフ・マルケ先生


